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はじめに

　鹿児島市花尾町にある花尾神社は，花尾岳（510m）
の麓にあり，甲突川の支流である川田川左岸の標高
150 ～ 170mに位置する。社殿及び参道は河岸段丘上
の平坦地にあり，社叢は社殿と参道を囲むように川
田川左岸に接する丘陵部の下部にある。丹後の局の
墓石群とは丘陵の南側で接している。
　花尾神社は，島津家初代当主島津忠久が父源頼朝
像を花尾山の麓に安置するお堂を建てたのが創建
（1218 年）と言われる。1704 年に島津家 20 代当主
島津綱貴によって改造が行われ，1713 年に現社殿が
創建された。その後，島津家の祖先である，源頼朝，
丹後の局をまつる神社として崇拝されてきた。明治
になって版籍奉還後，県社となり，一帯は島津家が
所有管理する地となった。終戦後，県社から地区民
が氏子となる神社となった。現在は神社及び社叢島
津家から神社に譲渡され，丹後の局の墓周辺は島津
家及び島津興業の管理地である。　
　現在残る社殿は島津氏縁の神社であることから琉
球使節が派遣された折りには必ず参詣する神社と
なっていたため，安永 2年（1773 年）銘と天明 7年
（1787 年）銘を持つ琉球使節奉納の扁額が残っている。
本殿板壁の絵画，出組（一手先），中備の蟇股，向拝
柱の象鼻・龍の彫刻など見事な装飾が施されている。
また，社殿内の天井には嘉永 6年（1853 年）に能勢
一清によって描かれたといわれる極彩色の植物画が
401 枚あり，ボタンやツバキ，ウメなど約 170 種類

の植物が描かれている。県内には無い社殿の造りや
装飾の見事さから平成 14 年 4 月 23 日に「花尾神社
本殿（附宮殿三基）・祝詞殿・幣殿・拝殿」として鹿
児島県有形文化財（建造物）に指定されている。
　花尾神社の社叢はほとんどがスギの人工林である
が，神社本殿の後背部（A地区），川田川と神社参道

図1．調査地点図
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測する毎木調査を行った。
（3）　現存植生図作成

　植生調査資料をもとに，既発表資料を参考にして
群落区分を行なった。この結果をもとに調査区域内
の現存植生がどの範疇に入るかを相観によって地図
上に記録する現地調査を行なった。群落の広がりに
ついて Google Earth（2017 年時点）の空中写真から
境界を確定した

（4）　樹木調査

　花尾神社に生える特徴的な樹種について大径木を
中心に樹木調査を実施した。調査は樹木の位置，幹
周（胸高直径），樹高の 4項目である。位置について
はガーミン製の GPSで記録し，幹周は地上 1.3mの
位置を巻き尺で，樹高は樹高棒を基準とする目測で
行った。

2　調査結果

（1）　植物相調査

　A地区のイチイガシ林周辺に限定して調査を行っ
たが，APG分類で 77科 191 種の植物が確認された（表
1）。調査対象地は河川のそばにあるため湿潤で，ま
た社叢という人為的な攪乱の少ない原生的な環境に
近いため，森林種で希少な植物が多い。ヤマコンニャ
クやマツバラン，その他環境省・鹿児島県の絶滅危
惧種にも指定されている植物種も多数確認され，狭
い面積ではあるが植物のホットスポットと言える。

（2）　植生調査・毎木調査・樹冠投影図

　A，Cの２地点のイチイガシ林及び A地区に隣接
するスギ林（D地点）で Braun-Blanquetの全推定法
（Braun-Blanquet，1964）による植生調査を実施した。
また，イチイガシ林の群落構造を探るため A地区で
毎木調査，樹幹投影図，群落断面模式図などを作成
した。また，A地区周辺の潜在自然植生を検討する
ため隣接するスギの林齢および群落構造を解析する
資料として D地点のスギ林の接線上の毎木調査を実
施した。

ア　イチイガシ林

　A地区での植生調査表は表2のとおりである。また，
林内は図 2，図 3 の群落断面模式図のように階層構
造をつくっている。

本殿部と間（B地区）及び隣接する丹後の局墓碑後
背部（C地区）の 3地点にイチイガシ林の断片林が
残る。このイチイガシ林は胸高直径が 1ｍを超える
イチイガシを含み，構成種も多様なことから希少・
貴重なイチイガシの自然林と考えられる。また，人
工林のスギも胸高直径が 1ｍを超えるものもあって
薩摩藩が推奨したメアサスギであることから文化財
的価値を有するものと考えられる。今回，丹後の局
の墓石群を含む花尾神社の社叢についての文化財的
価値を調査するため社叢林について調査を行った。

1　調査方法

　社叢林の特性を明らかにするために，（1）植物相
調査，（2）典型的な地点での植生調査，毎木調査・
樹冠投影図作成・群落断面模式図作成，（3）現存植
生図作成，（4）樹木調査等を行った。

（1）　植物相調査

　自然林が残っている地点周辺の植物相について地
点周辺の植生を把握するため，シダ植物以上の高等
植物について記録した。

（2）　植生調査・毎木調査・樹冠投影図・群落断面模

式図等作成

　調査対象区域内で特筆されるイチイガシ林，スギ
林について 400m2 の面積で形状は必ずしも形枠にこ
だわらず調査区域において各階層の植物について被
度（各植物が地表面を覆っている割合を階級基準に
よってあらわす），群度（各植物の分散状態を階級基
準によってあらわす）等を全推定法（Braun-Blanquet 

1964）によって記録した。
　また，植生調査を行ったイチイガシ林の林分を選
択し，20m四方の面積において胸高直径 5cm以上の
樹木を対象にして樹種名，胸高直径，樹高を計測す
る毎木調査，および各樹木の樹冠が地表を覆ってい
る面積をスケッチする樹冠投影図を作成し，群落構
造を解析した。また，植生調査，毎木調査，と並行
して群落断面作成調査を行い，群落の構造に関する
知見を得た。
　スギ林については，本殿北側の社叢について社叢
端を起点として北方向に島津興業所有地の谷部まで
55mを終点としてメジャーを伸ばし，枝葉がメジャー
にかかる植物について樹種名，胸高直径，樹高を計
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　高木層は 13-28m，亜高木層は 6.5-13 ｍ，低木層は
6,5-1m，草本層は 1m未満の階層がある 4層構造で，
高木層亜高木層が林冠となって密閉される。高木層
の植被率は 80%と高く，その中には，高さ 28m前後
胸高直径が 70cmを超える大径木のイチイガシが直立
して圧倒的に優占し，林冠の 70％ほどを覆う。次い
でイスノキの被度が高く，コジイ（ツブラジイ），シ
リブカガシ，イヌマキ，ヤマビワ等の樹木のほか蔓
植物のキダチニンドウも被度が高い。
　亜高木層は植被率が 40%でイスノキ，コジイ，カ
ンザブロウノキが高い被度をもつほかトキワガキ，
ショウベンノキ等 16 種前後が混在する。低木層には
上層の幼木の他イヌビワ，イズセンリョウ，サツマ
ルリミノキ，タニワタリノキ，ナギなど 33 種が成育
する。草本層は植被率が 30%でシダ植物のコバノカ
ナワラビ，オオイワヒトデ，シロヤマシダ，フモト
シダ，ミゾシダなどの被度が高く，上層の幼樹も多
く見られる。また，ナギランやコクランなどのラン
科植物も見られ，構成種は 58 種と多様である。
　種組成をみると構成種数が 81 種あり，高木層にイ
チイガシが優占し，コジイ，カンザブロウノキ，サ
ツマルリミノキを含むことから，ルリミノキ－イチ
イガシ群集と同定される。
　A地区の 20m四方の方形枠中に胸高直径が 3cm以
上の樹木に番号を付け，毎木調査表及び樹冠投影図
（各樹木の樹幹及び樹冠の位置を示したもの）は表
3，図 4である。毎木調査表を基に階層別樹種分布図
（図 5），樹種別毎木調査表（表 4）樹高分布図（図 6），
DBH（胸高直径）分布図（図 7）を作成した。
　400m2 中に記録された樹木はアカメガシワからヤ
マビワまで 29 種 110 本ある。イスノキ 19 本，コジ
イが 20 本と多く，カンザブロウノキ 8本，イヌビワ
7本，高木層を優占するイチイガシは 5本である。
　平均樹高は 7,6m，イチイガシが 23.2mと突出し，
シリブカガシ，蔓植物のキダチニンドウ 16m，テイ
カカズラ 14m，イヌマキ 14mと高木層を形成する樹
種は 10mを超える。樹高分布を見ると 28mが最高で
１本あり，4m～ 6mの樹木が 38 本と最も多い。樹
高構成上は安定的な森林といえる。

図2．群落断面模式図（東−西面）

図3．群落断面模式図（南−北面）
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表1．A地区周辺の植物相
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ジロガシが混生する。5-12mの亜高木層は植被率が
60％と高く，よく手入れされた植林地であれば亜高
木層は発達しないが，長期間手入れが行われていな
いことを示している。島津興業より譲渡を受けた後，
神聖な社叢で斧が入られていないものと推察される。
　亜高木層以下は多様な植物種が混在する。川に接
しており，河辺に群落をつくるアラカシ群落の構成
種であるアラカシやシュンラン，アリドオシ，リン
ボク等，低地部のムサシアブミ -タブ群集のタブノキ，
バクチノキ，フウトウカズラ，イワガネ，フモトシダ，
ムサシアブミ等鹿児島の内陸部に成立するルリミノ
キ－イチイガシ群集のイチイガシ，サツマルリミノ
キ，カンザブロウノキ，ミサオノキなどの特徴的な
種が成育している。注目されるのはヤマコンニャク，
ナギラン，オオバノトンボソウ等多様な種からなり，
80 種近くの種が記録された。
　この森は植林されたスギの巨木が多いこととナギ
の巨木があることである。ナギはその名が凪に通じ
るとして特に船乗りに信仰されて葉を災難よけにお
守り袋や鏡の裏などに入れる俗習がある。葉脈が縦
方向のみにあるため，縦方向に引っ張っても容易に
切れないことから，葉や実を夫婦円満や縁結びのお
守りとしても使うため，古来より，神社の社叢に植
栽されてきた。調査地のナギも造営時に植栽された
ものとしても樹齢的に矛盾はない。
　スギの樹高分布（図 8），胸高直径分布（図 9），起
点（図 1）からの距離と樹高分布（図 10），起点から
の距離と胸高直径分布（図 11）をみると起点から 15
～ 20 ｍで変化が生じている。10m付近までは胸高直
径が 90cmを超えるものもあり，12 ～ 22 ｍ付近まで
はスギの分布が無く，23m付近から胸高直径が 30 ～
60cmのスギが生える。
　起点から 12 ｍ付近まではかなり古い時代に植栽さ
れたものが伐採されずに残り，12m～ 23mはスギが
なく構成樹も 23m以降のスギ以外の樹種と樹木サイ
ズと同等なことからスギ林あるいは自然林伐採後植
栽されず，23m以降のものはスギ以外の樹種で高木
層に達するものも多く構成種も豊富であることから
自然林伐採後に植林され，下払い等も近年行われて
いないと推察される。

　胸高直径については 81.7cmのイチイガシが最大で
64.2cm，48.2cm，48.2cm，42.5cmのイチイガシが大
きい。他樹種ではイスノキの 48cm，38cm等がある。
平均胸高直径はイチイガシ 57cm，アラカシ 39cm，
シリブカガシ 24cm，イヌマキ 22cmである。
　成長の遅いイスノキやイヌマキにも巨木があるこ
とからこの林分は数百年にわたって伐採されたこと
のない自然林とみることができる。
　C地区でも植物群落調査を実施した。C地区は張
り出し尾根の終点付近にあたり，丹後局の墓石群の
後背地で，既に周辺部が伐採された後多くが植栽さ
れ樹齢 128 年のスギ林となっている。該当する林分
で 10 × 30㎡の変則的な方形枠を設定した（表 5）。
　高木層は 12-25m，亜高木層は 4-12 ｍ，低木層は
1-4m，草本層は 1m未満の 4 層構造で，高木層及び
亜高木層が林冠となって密閉される。
　高木層には胸高直径が 60cmのイチイガシが数本
あって優占し，胸高直径 30cmを超えるイヌマキも混
じる。亜高木層にはクロキ，コバンモチ，スダジイ
等が優占する。低木層はクロキ，ミミズバイ，スダ
ジイなどが優占するが他に 28 種を含む。特徴的な種
としてシイモチ，ナンテン，ミサオノキ，モチノキ
を含む。草本層では幼苗を含め 56 種と多数の種から
なる。サツマルリミノキ，アオキが優占し，特徴的
な種ではキチジョウソウ，ウスギモクセイ，シュン
ラン，ナギランなどが点在する。
　貴重なイチイガシの林であるが，信仰の場である
ため隣接して，イロハモミジ，ヒラドツツジ，ハヤ
トミツバツツジの植栽がある。また，調査地内にも
モウソウチク，マダケが侵入し群落を破壊し始めて
いる。

イ　スギ林

　D地区（図 1）のスギ林について本殿の裏から隣接
する島津興業所有地まで北に向かって直線的に 55m
区間メジャーをのばして調査区間を設定した。メ
ジャーの上にかかる枝葉を持つ胸高直径 3cm以上の
樹木の毎木調査表は表 6のとおりである。林縁部を
除き 50mの区間で，メジャーを挟んで両サイドに
4mの範囲で得られた方形枠中の植生調査表は表 7の
とおりである。
　スギ林は斜面の下部にあって最高樹高が 28mある。
12-28mの高木層にはスギが優占するほかナギやウラ
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表2．A地区植生調査表
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表3．A地区毎木調査票


